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77月月号号
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22001133 NNoo．．8899

CCOONNTTEENNTTSS
☆TTOOPP NNEEWWSS 第12回通常総代会 開催
・㈱ JAごとう食肉センターからのお知らせ
・寄ってみらんかな №03 若松支店
・太陽と緑 五島がうまいの立役者 笹山良和さんご夫婦
・産直市場 五島がうまい直送便
・Ａコープ浦桑店だより

私たちはTPPに
日本が参加することに断固反対します
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1 農畜産物販売高45億円（27年度末）への挑戦
有利販売やファーマーズマーケット等、農家組合員の生産意欲をかき立てるような販売戦略
に力を入れ、計画最終年度である平成27年度での、畜産21．5億円、農産園芸23．5億円の販売高
実現を目指します。

2 活力ある社会（人・産業・地域）づくりへの貢献
① 人づくりへの貢献
農業後継者をはじめ組合員、役職員を育て、活力に満ちた組織づくりを進め、地域の人づ
くりに貢献します。
② 産業づくりへの貢献
農業の振興は勿論のこと、地元の加工業者・飲食店等への原材料の供給、食と農に関わる
体験機会の提供による観光業への寄与など、地域社会と連携を深め、産業づくりへ貢献します。
③ 地域づくりへの貢献
地域のライフラインとして、また支店・ファーマーズマーケットなど地域のコミュニケー
ションをひろげる場としての機能を高め、活力ある地域づくりに貢献します。

3 財務基盤強化策の完遂
組合員の営農とくらしを守るための対策とサービス還元が実施できるよう、その前提として
必要な財務基盤の強化と事業量の拡大に取り組みます。
① 固定比率100％の達成
② 一層の財務健全化（債権保全の徹底）

第3次中期経営計画（25～27年度）の基本テーマとして掲げた3つの「基本戦略」

22001133．．66．．2266 於於 カカンンパパーーナナホホテテルル
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1項事告報

平成24年度事業報告及び剰余金処分案承認の件第1号議案

第3次中期経営計画設定の件第2号議案

平成25年度事業計画設定の件第3号議案

固定資産取得・処分の件第4号議案

平成25年度理事及び監事の報酬支給額決定の件第5号議案

平成26年産米麦等のバラ検査及び抽出検査に関する権限委任の件第6号議案

政府等支払い奨励金、助成補助金及び交付金の申請、受領等に関する事務等を生産者より組合へ委任する件第7号議案

議決帯附

2項事告報

議決別特

第第第第第第第第第第第第第第第第11111111111111112222222222222222回回回回回回回回回回回回回回回回通通通通通通通通通通通通通通通通常常常常常常常常常常常常常常常常総総総総総総総総総総総総総総総総代代代代代代代代代代代代代代代代会会会会会会会会会会会会会会会会議議議議議議議議議議議議議議議議案案案案案案案案案案案案案案案案
平成24年度貸借対照表、損益計算書及び注記表の内容並びに全国監査機構の監査報告及び監事
の監査報告について

平成24年度の事業報告内容をご説明し、ご承認をお願い致します。併せて、当期の未処分剰余金について法定事項
の所要の積立その他当組合定款に基づく積立金として処分並びに配当を行い、残余を繰り越すことのご承認をお願い
するものです。

平成25年度から平成27年度の3ヶ年に係る経営計画設定の承認をお願いするものです。

平成25年度の「事業計画」のご承認をお願いするものです。ただし、年度途中において事業計画の変更が生じた場
合でも、軽微な変更でかつ組合員に特別の負担を伴わない限りにおいては、理事会に一任願います。

管内農業の深耕と魅力ある事業展開を維持するために、固定比率の改善と施設の有効活用を念頭に置きながら、固
定資産の取得・改善等についてご承認をお願いするものです。

役員の報酬については、昨年度の支給実績及び事業実績、経済情勢の変化等諸般の事情を踏まえ提案しております。
① 理事の報酬は総額38，320千円以内とし、各理事の支給額及び支給方法については理事会に一任します。なお、理
事は21名であります。

② 監事の報酬は総額9，580千円以内とし、各監事の支給額及び支給方法については監事の協議に一任します。なお、
監事は5名であります。

売渡し米麦等の検査に際し発生した刺米等の受領及び処理について、その取扱いに関する一切の権限を組合に委任
することをお願いするものです。

平成25年産の米麦、新規需要米、加工用米、種子籾、種子麦、大豆、種子大豆及び規格外麦等に対し、政府、農業
再生協議会等より支払われる奨励金、交付金等の申請、受領に関する権限及び奨励金、交付金等の額の確定に伴い生
じる返還に関する事務並びに復代理人の選任に関する一切の権限を組合に委任することをお願いするものです。

この総代会において議決された事項で、権利義務に関しない軽微な事項、字句の修正及び行政庁の
指示による修正は理事会に一任願います。

JAバンク基本方針の変更について

TPP断固反対に関する特別決議
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安全・安心の「五島牛」は
右のシールを目印にご購入
ください。

………………………………………………

………………………………………………

………………………………………………

………………………………………………

② 五島市の条例に定める五島市五島食肉センターと
は、と畜場の名称（施設名）である。

Q8 「五島牛」の年間生産・販売頭数と牛・豚の「と畜」
頭数は？

A8 ① 「五島牛」の年間生産頭数は約400頭
② 年間と畜頭数…牛500頭、五島豚14，000頭

Q9 「五島牛」の販売方法は？
A9 ① 毎週金曜日に9頭前後を「と畜」「解体」

② 販売方法は、毎週月曜日に枝肉・部分肉を五島市
内の精肉業者へ販売

※「五島牛」の生産頭数は、年間約400頭と限られており、すべての市内量販店等
への販売は不可能である。

Q10 「五島牛」の販売店は？
A10 五島地域の27店舗で販売。

Q11 「五島牛」の商標権は？
A11 ① 平成25年1月18日付、特許庁より「五島牛」の

商標権を取得（登録番号第5550486号）
② 「五島牛」の証明書・シールを発行、貼付販売

（五島牛シール）
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………………………………………………

………………………………………………

………………………………………………

………………………………………………

………………………………………………

………………………………………………

㈱ JAごとう食肉センターからのお知らせ
Q1 会社の株主は？
A1 株主は「JAごとう」で、持ち株100％（20，000千円）

所有の子会社

Q2 会社設立の目的は？
A2 ① 五島市食肉処理施設の維持・管理（指定管理）

② 牛・豚の「と畜・解体」処理（指定管理）
③ 部分肉（カット）精肉の加工処理・販売（会社業務）

Q3 会社の役割は？
A3 ① 五島地域における畜産振興

② 消費者の安全志向への対応（鮮度保持・向上）
③ 高品質な「五島牛」「五島豚」のブランド確立

Q4 食肉処理施設（建物等）の設置・所有者は？
A4 五島市（土地は JAごとうが五島市へ貸与）

Q5 長崎県が認可したと畜・解体業務の事業者は？
A5 長崎県の認可を受けた五島市が㈱ JAごとう食肉セン

ターを指定管理者として指定し、業務を行っている。

Q6 ㈱JAごとう食肉センターの五島市からの受託業務
は？

A6 ① 食肉処理施設の維持・管理
② 牛・豚の「と畜・解体」業務

Q7 部分肉、精肉の加工販売業務は？
A7 ① 販売業務は、五島市からの指定管理業務とは無関

係で、一民間企業である㈱ JAごとう食肉センター
が独自に営む業務である。
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五
島
家
畜
市
場
で
六
月
二
十
一
日
、

平
成
二
十
五
年
度
Ｊ
Ａ
ご
と
う
肉
用
牛

部
会
総
会
、
定
期
合
同
総
会
な
ど
が
開

か
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
で
管
内
代
表
牛
が
優
秀
な
成
績

を
収
め
る
な
ど
、
飛
躍
の
年
と
な
っ
た

五
島
地
域
。
県
外
導
入
牛
に
対
す
る
予

算
強
化
も
図
ら
れ
た
今
年
度
は
、
課
題

と
な
っ
て
い
る
増
頭
に
つ
い
て
も
大
き

な
進
展
が
あ
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

会
に
は
五
島
振
興
局
、
当
Ｊ
Ａ
な
ど

お
よ
そ
五
十
名
が
参
加
。
開
会
に
先
立

ち
中
尾
弘
一
組
合
長
が
「
五
月
の
せ
り

市
は
全
国
第
三
位
の
価
格
と
い
う
高
値

だ
っ
た
。
こ
れ
は
購
買
者
か
ら
の
評
価

が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

各
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
今
が
増
頭
の

チ
ャ
ン
ス
。
今
後
も

購
買
者
が
求
め
る
子

牛
生
産
に
努
め
、
五

島
の
畜
産
業
を
盛
り

上
げ
て
い
こ
う
」
と

挨
拶
。
総
会
で
は
二

〇
一
二
年
度
の
事
業

報
告
や
二
〇
一
三
年

度
の
事
業
計
画
な
ど

に
つ
い
て
決
議
が
行

わ
れ
、
全
議
案
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

五
島
市
富

江
町
の
老
人

ク
ラ
ブ
「
鶴

亀
会
」（
橋

本
カ
ズ
子
会

長
）
が
六
月

十
二
日
、
特

産
品
の
「
五

島
ル
ビ
ー
」

の
収
穫
体
験

を
行
い
ま
し

た
。
今
年
が

初
の
試
み
と
な
っ
た
体
験
会
に
は
会
員

な
ど
お
よ
そ
二
十
名
が
参
加
。
Ｊ
Ａ
ご

と
う
ト
マ
ト
部
会
の
橋
本
博
隆
さ
ん
の

ハ
ウ
ス
で
一
時
間
程
度
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

真
っ
赤
な
ト
マ
ト
を
収
穫
す
る
参
加
者
た
ち
は

「
初
め
て
収
穫
し
た
が
、
楽
し
く
て
時
間
を
忘
れ
て

し
ま
っ
た
」
や
「
た
く
さ
ん
採
り
す
ぎ
た
」
な
ど
の

感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

収
穫
体
験
を
行
っ
た
「
鶴
亀
会
」
の
橋
本
カ
ズ
子

会
長
は
「
今
回
の
日
程
が
決
ま
っ
て
か
ら
、
会
員
は

み
ん
な
心
待
ち
に
し
て
い
た
。
普
段
な
か
な
か
で
き

な
い
体
験
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
良
い
思
い
出
に

な
っ
た
」
と
コ
メ
ン
ト
。

ま
た
、
収
穫
に
招
待
し
た
橋
本
博
隆
さ
ん
は
「
皆

さ
ん
楽
し
く
収
穫
さ
れ
て
い
た
の
で
良
か
っ
た
。
来

年
以
降
も
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
ぜ
ひ
継
続
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。（
日
本
農
業
新
聞
六
月

二
十
二
日
掲
載
）

当
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
六
月
十
五
日
か
ら

普
通
期
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
の
苗
の
配
布
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
で
は
五
月
下
旬
に

約
三
二
、〇
〇
〇
箱
の
同
品
種
の
播
種

を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
五
島
市
増

田
町
に
あ
る
同
Ｊ
Ａ
の
育
苗
施
設
で
は

お
よ
そ
一
六
、〇
〇
〇
箱
が
育
て
ら
れ

ま
し
た
。
平
成
二
十
五
年
産
ヒ
ノ
ヒ
カ

リ
は
今
年
度
か
ら
本
格
的
な
栽
培
を
始

め
た
早
期
米
つ
や
姫
の
面
積
拡
大
に

よ
っ
て
減
少
し
た
も
の
の
、
約
一
九
㌶

で
の
栽
培
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

消
費
者
か
ら
の
需
要
も
高
く
食
味
に

優
れ
た
五
島
産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
は
産
直
市

場
「
五
島
が
う
ま
い
」
を
は
じ
め
、
管

内
Ａ
コ
ー
プ
で
販
売
。
当
Ｊ
Ａ
の
精
米

工
場
で
計
画
的
に
精
米
が
行
わ
れ
る
た

め
、
年
間
を
通
し
て
味
が
落
ち
に
く
い

の
が
特
徴
で
す
。

今
回
、
田
植
え
を

行
う
も
の
は
、
早
い

と
こ
ろ
で
は
九
月
下

旬
に
収
穫
を
迎
え
る

見
込
み
で
、
今
後
Ｊ

Ａ
で
は
安
定
し
て
販

売
で
き
る
よ
う
共
販

量
の
確
保
に
努
め
る

方
針
で
す
。

畜産業振興の機運高まる
―畜産関係合同総会―

特特産産トトママトト楽楽ししいい収収穫穫
―老人クラブ「五島ルビー」収穫体験―

苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗のののののののののののののののののののの生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育順順順順順順順順順順順順順順順順順順順順調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調 実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりのののののののののののののののののののの秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待
―普通期「ヒノヒカリ」苗配布―
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当
Ｊ
Ａ
は
六
月
十
五
日
、
福
江
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
及
び
産
直
市
場
「
五
島

が
う
ま
い
」
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
断
固
阻

止
を
訴
え
る
街
頭
運
動
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
は
同
日
、
全
国

一
斉
に
行
わ
れ
た
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

街
頭
運
動
と
連
携
し
た
も
の
で
、
当

日
は
当
Ｊ
Ａ
役
職
員
お
よ
そ
二
十
名

が
参
加
し
、「
今
こ
そ
考
え
よ
う

日
本
の
食
と
暮
ら
し
・
命
に
大
き
く

関
わ
る

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
こ
と
」
と
呼
ば

れ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
後
の
日
本
の
様
子

を
描
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
り
ま

し
た
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
受
け
取
っ
た
方

の
中
か
ら
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
は
強

く
反
対
し
て
い
ま

す
。
頑
張
っ
て
下

さ
い
」
と
い
う
温

か
い
声
も
聞
か
れ

ま
し
た
。

今
後
も
当
Ｊ
Ａ

は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

と
一
丸
と
な
っ
て

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
断

固
反
対
の
姿
勢
を

訴
え
て
い
き
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
加
工
用
キ
ュ
ウ
リ
の

漬
け
込
み
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
で
は
加
工
施
設
を
管
内
三
カ
所
に
設

け
、
冬
場
は
高
菜
、
夏
場
は
キ
ュ
ウ
リ
の

一
次
加
工
を
行
っ
て
い
ま
す
。
キ
ュ
ウ
リ

は
ソ
ラ
マ
メ
の
後
作
と
し
て
茎
を
利
用
し

た
栽
培
方
法
を
Ｊ
Ａ
が
推
進
、
青
果
用
・

加
工
用
合
わ
せ
て
二
〇
一
三
年
度
は
前
年

度
よ
り
二
〇
㌧
多
い
六
〇
〇
㌧
の
生
産
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

同
Ｊ
Ａ
き
ゅ
う
り
部
会
は
一
〇
九
名
が
所
属
、
八
五

一
㌃
（
前
年
対
比
一
〇
四
％
）
の
面
積
で
栽
培
を
行
い
、

Ｊ
Ａ
が
全
量
買
い
取
る
仕
組
み
で
着
実
に
面
積
の
拡
大

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
加
工
所
に
お
け
る
労
働

力
を
地
元
か
ら
雇
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
活
性
化
の
一

翼
も
担
っ
て
い
ま
す
。

一
次
加
工
を
終
え
た
キ
ュ
ウ
リ
は
実
需
者
の
用
途
に

合
わ
せ
漬
け
込
む
日
数
や
塩
分
濃
度
を
調
整
、
カ
ッ
ト

ま
で
行
い
島
外
へ
出
荷
。
同
Ｊ
Ａ
で
は
今
後
も
実
需
者

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
加
工
を
行
い
、
加
工
用
キ
ュ
ウ

リ
に
よ
る
農
家
所
得
の
向
上
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
ご
と
う
家
畜
市
場
で
六
月
二
十
日
、

平
成
二
十
五
年
度
第
三
回
の
五
島
肉
用
牛

大
学
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
参
加
者

は
関
係
機
関
、
生
産
者
な
ど
お
よ
そ
一
〇

〇
名
。
大
学
で
は
、
五
島
の
畜
産
農
家
の

所
得
向
上
を
目
的
に
毎
回
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
よ
る
講
義
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
大
分
県
の
久
住
地
域
肉
用
牛
ヘ

ル
パ
ー
組
合
か
ら
植
木
三
雄
組
合
長
夫
妻

を
迎
え
、
定
休
型
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
運
用

方
法
な
ど
に
つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
同
組
合
が
あ
る
大
分
県
竹
田
市
は
五

島
市
と
同
じ
く
畜
産
業
が
盛
ん
で
、
ヘ
ル

パ
ー
制
度
の
先
進
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
講
義
で
は
ヘ
ル
パ
ー
制
度
設
立

の
経
緯
や
活
用
し
た
事
業
に
つ
い
て
、
ヘ
ル
パ
ー
要
員

の
作
業
内
容
に
つ
い
て
な
ど
が
説
明
さ
れ
、
講
義
後
の

質
疑
応
答
で
は
「
ヘ
ル
パ
ー
要
員
の
構
成
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
」
な
ど
、
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
高
齢
化
の
進
む
五
島
で
は
ヘ
ル
パ
ー
制
度
が
ま
す

ま
す
重
要
な
役
割

を
担
う
こ
と
に
な

る
た
め
、
先
進
地

の
事
例
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
た
今

回
の
講
義
は
実
り

多
い
も
の
に
な
り

ま
し
た
。

TTPPPP断断固固反反対対へへののアアピピーールル
―TPP断固反対街頭運動実施―

キュウリで農業所得向上を
―加工用キュウリ漬け込みピーク―

優優優優優優優優優優優優優優良良良良良良良良良良良良良良先先先先先先先先先先先先先先進進進進進進進進進進進進進進地地地地地地地地地地地地地地のののののののののののののの事事事事事事事事事事事事事事例例例例例例例例例例例例例例をををををををををををををを紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介介介介介
―平成25年度第3回五島肉用牛大学―
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№03若松支店
・正組合員戸数：262戸
・准組合員戸数：809戸
・基 幹 作 物：インゲン、ツワ、甘藷など
・支店職員数：8人

若
松
支
店
の
宮
下
で
す
。
若
松

支
店
は
、
中
通
島
の
西
海
国
立
公

園
内
の
南
東
に
位
置
し
、
近
く
に

は
三
六
〇
度
一
望
で
き
る
風
光
明

媚
な
龍
観
山
が
あ
り
ま
す
。
組
合

員
の
皆
さ
ま
は
親
切
で
人
情
味
に

あ
ふ
れ
た
方
ば
か
り
で
、
職
員
に

も
温
か
く
接
し
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
、
支
店
職
員
一
同
、

地
域
・
組
合
員
か
ら
愛
さ
れ
る
支

店
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

ターデ本基

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪若若若若若若若若若若若若若若松松松松松松松松松松松松松松っっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててここここここここここここここんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななととととととととととととととこここここここここここここころろろろろろろろろろろろろろ♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪管内のおすすめスポット

小小田田係係長長

脇脇田田職職員員

近近藤藤係係長長

宮宮下下支支店店長長

吉吉田田係係長長

西西村村次次長長

支店から車で5分のところにあり、若
松大橋が一望できます！

田田島島職職員員

龍龍観観山山園園地地
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笹
山
さ
ん
ご
夫
妻
は
約
四
㌃
の
畑
で
果

樹
・
野
菜
な
ど
、
四
季
を
通
じ
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

減
農
薬
に
こ
だ
わ
っ
た
栽
培

笹
山
さ
ん
ご
夫
妻
は
自
宅
周
辺
の
畑
で

実
に
た
く
さ
ん
の
作
物
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
事
前
に
準
備
し
て
頂
い
た
資
料
に
は

五
十
種
類
を
超
え
る
作
物
の
名
前
が
書
か

れ
て
い
ま
し
た
。
六
月
か
ら
Ａ
コ
ー
プ
若

松
店
内
に
移
転
し
た
「
若
松
無
人
市
」
に

年
間
を
通
し
て
何
ら
か
の
作
物
を
出
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
、
圃
場
に
は
数
種
類
ず

つ
の
野
菜
を
栽
培
。
農
薬
の
飛
散
の
影
響

が
あ
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
農
薬
を
使
わ
な

い
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
（
取
材
に
お
邪

魔
し
た
際
も
手
作
業
で
害
虫
駆
除
し
て
い

ま
し
た
）。

消
費
者
の
声
を
聞
い
て

平
成
二
十
一
年
か
ら
無
人
市
に
出
荷
し

て
い
た
笹
山
さ
ん
。
出
荷
の
際
に
お
客
さ

ん
か
ら
「
笹
山
さ
ん
の
品
物
は
見
た
目
も

味
も
良
い
の
で
、
い
つ
も
買
っ
て
い
る
」

と
い
う
声
を
聞
い
た
時
、
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
も
そ
の
は
ず
、
手
間
を
惜
し
ま
な
い
野

菜
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
、
洗
浄
や
袋
詰
め

も
丁
寧
な
の
で
人
気
な
の
は
一
目
で
分
か

り
ま
す
。

今
の
時
期
は
夜
近
所
に
ホ
タ
ル
が
飛
び

交
う
と
い
う
こ
と
で
、
夫
婦
で
見
る
こ
と

も
あ
る
と
い
う
笹
山
さ
ん
。
地
域
の
人
た

ち
の
喜
ぶ
野
菜
や
果
物
を
こ
れ
か
ら
も
ご

夫
婦
で
作
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

太陽と緑
五島がうまい

の
立役者

自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然然とととととととととととととととととととととととととととととととととと共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存 夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良良くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
新上五島町若松郷樫ノ口
ささ やま よし かず ささ やま こ

笹山 良和さん（67） 笹山ケイ子さん（59）NO．38
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・・

ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
!

う
ど
ん
も
付
い
て
大
満
足
‼

トマトソース テリヤキソース

五島牛をふんだんに使ったパティ

大きくて甘い新品種
メロン「ダビデ」

食べてみんね‼五島 五島豚丼 ￥380（小うどん付）
おいしい五島豚をふんだんに使用！シェフ一押しの新メニューがうどんもついて￥380‼

ここののボボリリュューームムでで￥￥338800！！リリニニュューーアアルルししたた22つつのの味味ががククセセににななるるこことと間間違違いいななしし！！！！
食食べべててみみんんねね！！！！五五島島 五五島島牛牛ＷＷババーーガガーー ￥￥338800（（テテリリヤヤキキ・・トトママトトののＷＷテテイイスストト））

大津支部
太田 善男さん（69）寿子さん（66）※写真は寿子さん
私たちは現在、スイカ（ブラックサンダー、
カメハメハ）やメロン（バナナ瓜）、小ネギを
出荷しています。
まだ出荷を始めたばかりですが、今月からは
大玉で果肉の厚い「ダビデ」をはじめ、「あー
まいん」といったメロンも出荷しておりますの
で、ぜひ一度ご賞味ください。

が作りました!私

農家レストランから新
メニューが登場！

ごとう 10



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・・

・

Aコープ浦桑店だより

……………………

……………………

……………………

……………………

全店舗統一企画
7/13（土）～19（金）
土用スタミナフェア！
―Ａコープのうなぎで
スタミナつけよう！―

7/20（土）～26（金）
中元セール！第1弾

7/27（土）~8/2（金）
8月突入！
盛夏の味覚フェア‼

8/3（土）～9（金）
中元セール！第2弾

8/10（土）～12（月）
お盆準備セール！
―お盆のご準備は
Ａコープでどうぞ！―

8/13（火）～16（金）
お盆セール！

Ａコープ浦桑店では、これからの焼肉
シーズンに向け、ご予算に合わせたお肉・
お野菜を準備致します。
また、お肉をお買い上げの方にバーベ

キューセットの貸し
出しを行っておりま
す（無料）。数に限
りがありますので、
早めのご予約をお願
い致します。

私は3年前からＡコープ浦桑店にサツマイ
モやキャベツなど季節の野菜を出荷していま
す。商品を買っていただいたお客さんから「こ
の間の白菜おいしかったよ」などと声をかけ
て頂くことがあり、励みになっています。
これからジャガイモやナス、トマトを中心
に出荷する予定ですので、ぜひ一度ご賞味く
ださい。

が
作りました!
新上五島町太田郷
橋口 マキエさん（64）

私

上上地地区区ＡＡココーーププおお買買いい得得情情報報

ごとう11



……………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………

五
島
市
立
奥
浦
小
学
校
（
野
茂
正
範
校
長
）

で
五
日
、
郷
土
菓
子
「
か
ん
こ
ろ
餅
」
の
材
料

と
な
る
サ
ツ
マ
イ
モ
の
定
植
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
同
校
で
恒
例
と
な
っ
た
こ
の
定
植
作
業
は

一
月
に
行
わ
れ
る
か
ん
こ
ろ
餅
づ
く
り
に
向
け

た
最
初
の
作
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
た
め
に
学
校
の
近
く
の
畑
を
、
地

域
の
方
々
や
Ｊ
Ａ
青
年
部
が
整
備
。
絶
好
の
農

作
業
日
和
と
な
っ
た
当
日
は
全
校
生
徒
四
十
四

人
と
教
職
員
参
加
し
、
青
年
部
員
が
植
え
方
を

指
導
し
一
時
間
程
度
で
定
植
を
終
わ
ら
せ
ま
し

た
。
同
校
で
は
毎
年
苗
の
植
え
付
け
を
経
験
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
上
級
生
が
下
級
生
と
グ

ル
ー
プ
を
作
っ
て
の
作
業
。苗
を
植
え
た
児
童
か
ら
は「
サ

ツ
マ
イ
モ
に
も
い
ろ
ん
な
種
類
が
あ
っ
て
驚
い
た
」
と

い
っ
た
声
や
、「
お
い
し
い
芋
が
育
つ
よ
う
に
草
取
り
を

頑
張
る
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

同
校
の
野
茂
校
長
は
「
こ
の
活
動
は
毎
回
地
域
の
方
々

や
Ｊ
Ａ
青
年
部
の
方
々
に
協

力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

土
づ
く
り
か
ら
収
穫
、
か
ん

こ
ろ
餅
づ
く
り
が
で
き
る
ま

で
の
過
程
の
中
で
、
子
ど
も

た
ち
が
毎
年
何
か
違
う
こ
と

を
発
見
し
て
、
成
長
し
て
も

ら
え
た
ら
」
と
、
地
域
と
連

携
し
た
食
農
体
験
の
重
要
性

を
強
調
し
た
。（
日
本
農
業

新
聞
六
月
十
一
日
掲
載
）

五
島
市
立
川

原
小
学
校
（
大

窄
禎
幸
校
長
）

で
六
月
七
日
、

サ
ツ
マ
イ
モ
の

植
え
付
け
が
行

わ
れ
た
。
同
校

周
辺
は
Ｊ
Ａ
ご

と
う
管
内
で
も

有
数
の
米
ど
こ

ろ
と
し
て
知
ら

れ
、
毎
年
食
農
教
育
と
し
て
水
稲
と
サ
ツ
マ

イ
モ
の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

例
年
と
は
違
い
、
除
草
の
手
間
が
比
較
的
少

な
い
マ
ル
チ
栽
培
に
初
挑
戦
。
植
え
付
け
に
は
同
校
の

一
、
二
年
生
十
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

植
え
付
け
る
圃
場
は
あ
ら
か
じ
め
同
Ｊ
Ａ
青
年
部
が

整
備
し
、
当
日
は
児
童
ら
に
植
え
方
を
教
え
ま
し
た
。

今
回
用
意
し
た
苗
は
「
安
納
芋
」
と
「
高
系
14
号
」
で
、

十
一
月
に
収
穫
を
行
い
、
同
校
で
毎
年
開
か
れ
る
「
川

原
っ
子
ま
つ
り
」
で
焼
き
芋
に
し
て
地
域
住
民
に
振
る

舞
わ
れ
る
予
定
で
す
。
竹
を
加
工
し
た
道
具
を
使
い
、

一
本
一
本
地
中
に
苗
を
植
え
付
け
て
い
く
児
童
か
ら
は

「
深
く
植
え
る
の
が
難
し
い
」
と
い
う
声
や
「（
コ
ツ

を
つ
か
ん
で
）
植
え
る
の
が
速
く
な
っ
た
よ
」
と
い
う

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

同
校
の
大
窄
校
長
は
「
子
ど
も
た
ち
が
こ
う
し
た
体

験
を
通
し
て
、
食
べ
物
で
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
感
じ
、
命
の
大
切
さ
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
食
農

教
育
の
重
要
性
を
語
り
ま
し
た
。

（
長
崎
新
聞
六
月
二
十
三
日
掲
載
）

五
島
市
立
崎
山
小
学
校
（
笹
山
義
德
校

長
）
で
六
月
十
七
日
、
う
ど
ん
を
作
る
た
め

の
小
麦
の
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
収

穫
体
験
は
毎
年
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
、
今
年

で
六
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
回
収
穫
し
た
小

麦
は
昨
年
十
二
月
に
種
ま
き
を
行
っ
た
も
の

で
、
Ｊ
Ａ
ご
と
う
青
年
部
崎
山
支
部
の
部
員

の
指
導
の
も
と
、
小
麦
の
成
長
か
ら
う
ど
ん

づ
く
り
ま
で
を
行
い
ま
す
。

今
回
収
穫
体
験
を
行
っ
た
の
は
同
校
の

五
・
六
年
生
十
九
名
で
、
青
年
部
員
か
ら
鎌

を
受
け
取
る
と
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
な
が
ら

も
器
用
に
小
麦
を
収
穫
。
五
分
の
一
程
度
収

穫
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
コ
ン
バ
イ
ン
が
登
場
し
、
そ

の
大
き
さ
と
収
穫
の
速
さ
に
児
童
ら
は
「
手
で
刈
る
よ

り
断
然
速
い
」
や
「
か
っ
こ
い
い
」
な
ど
の
歓
声
も
。

収
穫
し
た
小
麦
は
お
よ
そ
九
〇
㌕
と
な
り
、
十
二
月
に

行
わ
れ
る
う
ど
ん
作
り
で
使
用
さ
れ
、
全
校
生
徒
に
振

る
舞
わ
れ
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
Ｊ
Ａ
担
当
職
員
は
「
種

ま
き
か
ら
う
ど
ん
作
り
ま

で
行
っ
て
い
る
が
、
毎
年

楽
し
み
に
し
て
い
る
子
ど

も
が
多
い
。
地
域
の
農
業

を
知
る
こ
と
で
、
少
し
で

も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

た
ら
」
と
述
べ
ま
し
た
。

かんころ餅待ち遠しい
―奥浦小 サツマイモ定植―

地域との交流さらに強く
―川原小 サツマイモ定植―

収量多くうどん楽しみ
―崎山小 小麦収穫体験―

青年部の活動
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……………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………

五
島
市
立
富
江
小
学
校
（
大
窄
誠
一
校

長
）
で
六
月
十
六
日
、
二
年
目
と
な
る
も
ち

米
の
田
植
え
が
行
わ
れ
た
。
当
日
は
当
Ｊ
Ａ

青
年
部
富
江
支
部
が
中
心
と
な
っ
て
児
童
ら

に
指
導
。
同
校
の
四
〜
六
年
生
の
児
童
、
保

護
者
な
ど
お
よ
そ
一
一
〇
名
が
参
加
し
ま
し

た
。児

童
ら
は
青
年
部
員
や
先
生
が
指
導
す
る

中
、
裸
足
で
入
っ
た
田
の
感
触
に
当
初
悲
鳴

を
上
げ
て
い
た
が
、
慣
れ
て
く
る
に
つ
れ
順

調
な
ペ
ー
ス
で
苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

昨
年
田
植
え
を
体
験
し
た
児
童
の
一
人
か
ら

は
「
今
年
も
転
ん
だ
」
や
「
去
年
よ
り
う
ま

く
植
え
ら
れ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
、
終
始
笑

顔
が
絶
え
な
い
田
植
え
体
験
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

Ｊ
Ａ
青
年
部
担
当
職
員
は
「
今
年
で
二
年
目
と
い
う

こ
と
で
、
昨
年
よ
り
も
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
で
き
た
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
が
少
し
で
も

農
業
に
興
味
を
持
っ
て
く

れ
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

今
回
植
え
ら
れ
た
も
ち

米
は
十
月
に
収
穫
さ
れ
、

十
二
月
餅
つ
き
を
行
っ
た

後
、
老
人
会
や
地
域
住
民

に
振
る
舞
わ
れ
る
予
定
で

す
。

（
日
本
農
業
新
聞
六
月
二

十
七
日
掲
載
）

五
島
市
立
平

成
小
学
校
（
深

松
鎮
雄
校
長
）

で
六
月
十
九
日
、

十
二
月
の
餅
つ

き
に
向
け
た
も

ち
米
の
田
植
え

が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
取
り

組
み
は
十
年
以

上
前
か
ら
行
わ

れ
て
お
り
、
代
々
受
け
継
が
れ
た
種
も
み
は

「
平
成
米
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
苗
を
育
て
田

植
え
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
同
校
で
は
二
〇

一
三
年
度
の
合
い
言
葉
（
目
標
）
と
し
て
そ
の
「
平
成

米
」
の
歴
史
を
守
る
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

今
回
参
加
し
た
の
は
同
校
の
全
校
児
童
十
九
名
で
、

学
校
の
工
事
の
関
係
で
例
年
よ
り
面
積
の
小
さ
い
田
に

な
り
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ａ
ご
と
う
青
年
部
西
部
支
部
や
地

域
住
民
ら
が
協
力
し
て
学
校
の
そ
ば
に
田
を
作
り
、
三

㌃
の
田
に
も
ち
米
を
植
え
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は
プ

ラ
ン
タ
ー
に
よ
る
稲
の
栽
培
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

田
植
え
を
し
た
児
童
か
ら
は
「
い
つ
も
よ
り
小
さ
い

田
ん
ぼ
だ
け
ど
、植
え
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
」「
転

ん
だ
け
ど
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
西
部
支
部
の
糸
柳
真
治
支
部

長
は
「
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
が
少
し
で
も
農
業
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
れ

ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

（
日
本
農
業
新
聞
六
月
二
十
九
日
掲
載
）

五
島
市
立
山
内
小
学
校
（
的
野
常
幸
校
長
）

で
六
月
二
十
一
日
、
も
ち
米
の
田
植
え
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
台
風
が
接
近
し
、
あ
い
に
く
の
天

気
で
し
た
が
、
同
校
の
五
〜
六
年
生
十
五
名
と

Ｊ
Ａ
青
年
部
、
地
域
住
民
が
協
力
し
作
業
が
ス

タ
ー
ト
。
管
内
随
一
の
米
ど
こ
ろ
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
慣
れ
た
手
つ
き
で
お

よ
そ
五
㌃
の
田
に
一
時
間
程
度
で
植
え
付
け
を

終
わ
ら
せ
ま
し
た
。

作
業
を
行
う
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
な
表
情
の

中
に
も
、
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
地
域
の
高
齢
者

や
Ｊ
Ａ
青
年
部
員
ら
と
楽
し
く
田
植
え
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
同
校
の
的
野
校
長
は
「
こ
の
地

域
は
昔
か
ら
稲
作
が
盛
ん
な
地
域
だ
っ
た
の
で
、
今
も
農

作
業
を
手
伝
う
子
ど
も
た
ち
が
多
い
。ま
た
、地
域
の
方
々

が
一
緒
に
作
業
し
て
頂
く
こ
と
で
、
普
段
土
に
触
れ
る
機

会
の
少
な
い
子
ど
も
も
上
手
に
田
植
え
が
で
き
て
い
る
よ

う
だ
」
と
地
域
と
連
携
し
た
食
農
教
育
の
効
果
に
つ
い
て

語
り
ま
し
た
。

同
校
で
は
十
月
に
収
穫
を
予
定
し
て
お
り
、
収
穫
さ
れ

た
も
ち
米
で

餅
つ
き
を
行

う
計
画
で
す
。

地域との連携大事に
―富江小 もち米田植え―

伝統の米を守る
―平成小 田植え体験―

地域の基幹作物栽培を体験
―山内小 田植え体験―

青年部の活動
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当
Ｊ
Ａ
女
性

部
山
内
支
部
は

六
月
十
五
日
、

五
島
市
岐
宿
町

の
山
内
地
区
多

目
的
研
修
施
設

で
共
同
購
入
商

品
料
理
講
習
会

を
開
き
ま
し
た
。

支
部
ご
と
に
行

わ
れ
る
こ
の
講

習
会
で
は
「
共

同
購
入
商
品
を
使
っ
て
地

産
地
消
」
を
テ
ー
マ
に
地
元
の
旬
の
農
産
物
を
使
っ
た

料
理
が
作
ら
れ
る
。

実
習
で
は
特
産
の
「
五
島
ル
ビ
ー
」
を
た
れ
に
使
っ

た
「
ト
マ
ト
で
酢
っ
き
り
！
そ
う
め
ん
カ
ナ
ッ
ペ
」
や

現
在
ブ
ー
ム
の
塩
麹
を
使
っ
た
唐
揚
げ
な
ど
六
品
を
作

り
ま
し
た
。
部
員
か
ら
は
「
普
段
家
で
は
な
か
な
か
作

ら
な
い
メ
ニ
ュ
ー
」
や
「（
カ
ナ
ッ
ペ
を
食
べ
て
）
そ

う
め
ん
も
サ
ラ
ダ
感
覚
で
お
い
し
い
」
と
い
っ
た
声
も
。

鶴
川
栄
子
山
内
支
部
長
は
「
部
員
は
普
段
か
ら
共
同

購
入
商
品
を
利
用
し
て
い
る
が
、
今
日
は
新
し
い
使
い

方
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
身
近
に
あ
る
食
材
で
出

来
る
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
帰
っ
て
か
ら
も
作
っ

て
み
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
担
当
職
員

は
「
こ
の
講
習
会
は
十
年
以
上
前
か
ら
続
い
て
い
る
が
、

今
後
も
共
同
購
入
商
品
や
地
場
産
品
を
使
っ
た
料
理
で

女
性
部
の
輪
も
広
が
っ
て
い
け
ば
」
と
語
り
ま
し
た
。

（
日
本
農
業
新
聞
六
月
二
十
六
日
掲
載
）

富
江
幼
稚
園
（
伊
賀
紀
子
園
長
）
の
園
児
ら

が
六
月
十
二
日
、
特
産
の
「
五
島
ル
ビ
ー
」
の

収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は

同
地
域
で
栽
培
を
行
う
Ｊ
Ａ
ご
と
う
ト
マ
ト
部

会
の
阿
野
隆
馬
さ
ん
が
毎
年
園
児
を
招
待
し
行

わ
れ
る
も
の
で
、
今
年
で
八
年
目
を
迎
え
ま
す
。

今
回
の
参
加
者
は
園
児
・
保
護
者
な
ど
お
よ

そ
三
十
名
。
ハ
ウ
ス
に
入
る
前
に
阿
野
さ
ん
か

ら
収
穫
時
の
注
意
点
を
聞
い
た
園
児
た
ち
は
、

思
い
思
い
に
ト
マ
ト
を
収
穫
。
真
っ
赤
な
ト
マ

ト
を
頬
張
っ
た
園
児
た
ち
か
ら
は
「
果
物
み
た

い
に
甘
い
」
や
「
持
っ
て
帰
っ
て
（
お
母
さ
ん

に
）
サ
ラ
ダ
に
し
て
も
ら
う
」
な
ど
甘
い
ト
マ

ト
の
収
穫
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

今
回
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
同
園
の
伊
賀
園
長
は
「
地

域
の
方
々
と
交
流
で
き
、
園
児
た
ち
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
体
験
に
な
っ
た
。
園
で
も
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
栽
培
し
て
い

る
の
で
、
収
穫
が
も
っ
と
楽
し
み
に
な
っ
た
の
で
は
」
と

収
穫
を
通
じ
た
園
児
の
様
子
を
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
阿
野
さ
ん
は
「
収
穫
体
験
を
始
め
た
頃
よ
り
園

児
の
数
は
少
な
く

な
っ
て
い
る
が
、

元
気
な
声
を
聞
く

と
こ
ち
ら
ま
で
元

気
を
も
ら
え
る
。

こ
う
し
た
取
り
組

み
を
通
じ
て
少
し

で
も
農
業
に
興
味

を
も
っ
て
も
ら
え

れ
ば
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。

夏
の
音

一
般
財
団
法
人
日
本
気
象
協
会
●
檜
山
靖
洋

さ
あ
梅
雨
明
け
。
雷
の
ご
う
音
と
地
面
を
た
た
き

付
け
る
雨
の
音
が
や
む
と
、
夏
の
到
来
で
す
。

夏
の
音
と
い
え
ば
、
セ
ミ
の
声
で
す
ね
。
ま
ず
ニ

イ
ニ
イ
ゼ
ミ
が
「
ジ
ー
」
と
静
か
に
鳴
き
始
め
ま
す
。

ヒ
グ
ラ
シ
も
夏
の
早
い
時
期
か
ら
「
カ
ナ
カ
ナ
」
と

鳴
き
だ
し
ま
す
。
そ
し
て
、
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
の
「
ジ
リ

ジ
リ
」
と
鳴
く
声
、
近
年
生
育
地
域
が
北
上
し
て
い

る
ク
マ
ゼ
ミ
が
「
シ
ャ
ア
シ
ャ
ア
」
と
大
音
量
で
鳴

く
と
、
夏
も
本
番
と
い
う
雰
囲
気
に
変
わ
り
ま
す
。

夏
の
暑
さ
を
演
出
す
る
セ
ミ
に
対
し
て
、
涼
し
さ

を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
の
が
風
鈴
。
鉄
器
の
「
キ
ー

ン
」
と
い
う
響
く
音
、
ガ
ラ
ス
な
ら
「
カ
ラ
ン
カ
ラ

ン
」
と
こ
ち
ら
も
涼
し
い
音
で
す
。

音
で
選
ぶ
も
の
と
い
え
ば
、
ス
イ
カ
で
す
。
ス
イ

カ
を
た
た
い
て
、
キ
ン
キ
ン
と
高
い
音
は
若
い
ス
イ

カ
、
ボ
ン
ボ
ン
と
鈍
い
音
は
熟
れ
過
ぎ
、
ポ
ン
ポ
ン

と
響
き
の
良
い
音
が
す
れ
ば
食
べ
頃
だ
そ
う
で
す
。

耳
を
澄
ま
し
て
、
夏
の
音
を
聞
き
分
け
て
み
ま
し
ょ

う
。

地元の食材ふんだんに
―共同購入商品料理講習会―

特産トマトの収穫体験
―富江幼稚園「五島ルビー」収穫―

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

女性部の活動
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～
～
平
成
二
十
五
年
度
第
二
回
理
事
会

（
平
成
二
十
五
年
六
月
三
日

開
催
）

1
、
報
告
事
項

報
告
№
1

主
な
事
業
経
過
と
行
事
予
定

に
つ
い
て

報
告
№
2

主
要
事
業
五
月
末
計
画
と
実

績
に
つ
い
て

報
告
№
3

産
直
市
場「
五
島
が
う
ま
い
」

五
月
末
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
4

平
成
二
十
五
年
五
〜
六
月
期

県
内
家
畜
市
場
市
況
に
つ
い
て

報
告
№
5

地
区
別
総
代
説
明
会
の
主
な

質
疑
・
回
答
に
つ
い
て

報
告
№
6

貸
付
金
の
実
行
に
つ
い
て

報
告
№
そ
の
他

2
、
議
案
事
項

議
案
№
1

第
十
二
回
通
常
総
代
会
運
営

要
領
（
案
）
に
つ
い
て
【
可
決
】

議
案
№
2

総
代
会
召
集
及
び
通
知
内
容

並
び
に
総
代
会
参
考
書
類
決
定
の
件
【
可

決
】

議
案
№
3

第
十
二
回
通
常
総
代
会
提
出

議
案
に
つ
い
て
【
可
決
】

議
案
№
4

決
算
書
類
（
貸
借
対
照
表
、

損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案
、
注
記
表

及
び
事
業
報
告
並
び
に
こ
れ
ら
の
附
属
明

細
書
）
及
び
部
門
別
損
益
計
算
書
承
認
の

件
【
可
決
】

議
案
№
5

第
三
次
中
期
経
営
計
画
設
定

の
件
【
可
決
】

議
案
№
6

平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画

設
定
の
件
【
可
決
】

議
案
№
7

固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
の

件
【
可
決
】

議
案
№
8

Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反
対
に
関
す
る

特
別
決
議
に
つ
い
て
【
可
決
】

議
案
№
9

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
の
変

更
に
つ
い
て
【
可
決
】

議
案
№
10

常
例
検
査
指
摘
事
項
改
善
状

況
に
つ
い
て
【
可
決
】

議
案
№
11

嘱
託
職
員
に
関
す
る
諸
規
程

の
制
定
に
つ
い
て
【
可
決
】

議
案
№
12

貸
付
金
の
審
査
に
つ
い
て

【
可
決
】

議
案
№
そ
の
他

平
成
二
十
五
年
度
第
三
回
理
事
会

（
平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
六
日

開
催
）

1
、
報
告
事
項

報
告
№
1

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
計
量
結
束
機

の
見
積
入
札
結
果
に
つ
い
て

2
、
議
案
事
項

議
案
№
1

行
政
庁
へ
提
出
す
る
業
務
報

告
書
及
び
連
結
業
務
報
告
書
に
つ
い
て

【
可
決
】

議
案
№
2

平
成
二
十
五
年
度
デ
ィ
ス
ク

ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
開
示
に
つ
い
て
【
可

決
】

議
案
№
3

平
成
二
十
五
年
度
各
理
事
及

び
各
監
事
の
報
酬
支
給
額
と
支
給
方
法
に

つ
い
て
【
可
決
】

議
案
№
4

遊
休
資
産
処
分
の
進
め
方
に

つ
い
て
【
可
決
】

議
案
№
5

貸
付
金
の
審
査
に
つ
い
て

【
可
決
】

ごとう15



編
集
後
記

住所：〒853‐0041 五島市籠渕町2450‐1
電話：0959‐88‐9933 FAX：0959‐88‐9922
営業時間：9時～19時
※農家レストランは11時～14時（予約については別途）

15時～19時（軽食）
※土日・祝日限定バイキング 11時～15時、17時～19時
料金 大人：1，000円 子ども：500円（小学生以下）

定休日：毎月第1・第3月曜日（祝日の場合は営業、振替なし）

先
月
も
い
ろ
ん
な
場
所
に
お

邪
魔
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
お

忙
し
い
と
こ
ろ
お
付
き
合
い
頂

き
感
謝
感
謝
で
す
。

さ
て
、
誌
面
で
も
ご
紹
介
し

ま
し
た
が
「
五
島
豚
丼
」「
五

島
牛
バ
ー
ガ
ー
」
で
す
が
、
お

い
し
い
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

ボ
リ
ュ
ー
ム
も
満
点
で
す
。
そ

の
他
に
も
珍
し
い
「
五
島
豚
ホ

ル
モ
ン
」
も
臭
み
が
無
く
お
い

し
い
と
好
評
で
す
。
五
島
に
移

住
し
て
三
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、

体
重
が
増
え
た
の
は
お
い
し
い

も
の
に
囲
ま
れ
た
の
が
原
因
か

…
。こ

ん
な
食
欲
全
開
な
私
に
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
年
も

熱
中
症
へ
の
注
意
が
必
要
な
時

期
に
な
り
ま
し
た
。
農
作
業
中

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
睡
眠
中

な
ど
も
熱
中
症
が
起
こ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
水
分
補
給

と
適
度
な
エ
ア
コ
ン
の
使
用
で

の
予
防
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
紙
漉

諒
）

ごとう農業協同組合
●ＪＡごとう№.89●発行／ごとう農業協同組合 編集／総務部総務課 〒853-0041 五島市籠渕町2450番地1 �0959-72-6211

●http://www.ja-goto.or.jp ●印刷／（株）昭和堂

【本店】
〒853‐0041 長崎県五島市籠淵町2450
TEL0959（72）8211 FAX0959（74）5266

【上五島支店】
〒857‐4404 長崎県南松浦郡新上五島町青方郷355‐7

TEL0959（52）2417 FAX0959（43）1955

平成２５年度 JAごとう

「ちゃぐりんフェスタ」のご案内

1．開催日時 平成25年8月3日㈯ 9：00～15：30
2．場 所 JAごとう本店・㈱ JAファームごとう畑
3．参加対象 小学生（親子同伴）50組
4．イベント内容

・野菜の収穫体験
・昼食（カレー）
・ゲーム
・工作（風鈴づくり） など

○お申込み・お問い合わせは…
JAごとう本店経済部（山田）まで
TEL0959－72－6585

上五島地区「麗宝展」のご案内
お問い合わせは…
JA ごとう上五島支店 0959（52）2077
またはお近くの JA各支店まで

日時 8月3日㈯ 10時～19時
8月4日㈰ 10時～17時

場所 新上五島町石油備蓄記念会館 2階
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